放射線治療科レジデント　カリキュラム

レジデント：放射線腫瘍学を専攻する卒後2-5年目の医師が該当する。部長・医長・フェローの指導のもとに、放射線腫瘍医として臓器別外来の総合的がん診療に参加し、標準治療が確立されている一般的ながん患者を診察する。日本医学放射線学会専門医の到達目標に準拠し、放射線腫瘍学の基礎と標準治療を修得させる。

シニアレジデント（がん専門修練医に相当）：放射線腫瘍学を専攻する卒後6-8年目の医師が該当する。一般例に関しては部長・医長の直接指導なしに、臓器別外来で患者を診察し、放射線治療技師と正確な放射線治療が実施しながら臨床研修が積めるように育成する。放射線腫瘍学だけでなく広く臨床腫瘍学を学び、Cancer boardにて特殊例について検討する。部長・医長の指導のもとに、放射線腫瘍学の応用を修得し、特殊例に対する先駆的な放射線治療を担当する。放射線治療結果を解析し放射線腫瘍学論文を作成する。

レジデントGIO (general instructional objective)：

臨床腫瘍学全般に関する知識、および、日本医学放射線学会専門医の到達目標を習得し、放射線腫瘍医に求められる基本的な臨床能力を身につける。
レジデントSBO (Specific behavioral objectives)
1-1. 基本的診察法を指導医と共に実施し、患者の治療中および治療後の診療を行う。（知・技・態）
1-2. 基本的検査法（血液生化学的検査　細胞診・病理組織検査　内視鏡検査　超音波検査　単純・造影Ｘ線検査　Ｘ線ＣＴ検査　ＭＲＩ検査　核医学検査）を指導医と共に実施あるいは指示し、結果を解釈する。（知・技）
1-3. 基本的治療法（療養指導　薬物治療　輸液・輸血）を指導医と共に実施する。（知・技）
1-4. 患者・家族の要望と心理的側面の把握、プライバシーの保護、インフォームドコンセントに配慮した面接技法を学び、指導医と共に患者・家族と良好な人間関係を確立する。（知・技・態）
1-5. 臨床腫瘍学における外科療法・化学療法・免疫療法・遺伝子治療・緩和医療の特徴、適応を知り、腫瘍学に関して指導医と共に他科医師と十分に討議でき、また必要に応じて専門医に診察を依頼する。（知・技・態）
1-6.　以下の放射線治療の適応と役割を理解し、指導医と共に放射線治療を実施する。（知・技）
1) 根治照射と姑息対症照射を区別できる。（知・技）
2) 放射線治療の予後因子の解析ができる。（知・技）
3) 正常組織の耐容線量を知り、各種腫瘍との治療可能比を検討する。（知・技）
4) Clinical target volumeとGross tumor volumeの意味を理解し治療計画を立案できる。（知・技）
5) Planning target volumeとIrradiated volumeの意味を理解し、一般的な外照射の照射法と線量分布を理解する。（知・技）
　　　　例）一門照射、二門照射、多門照射、回転照射、wedge filter照射、など
6) Organ at riskの意味を理解し治療計画を立案できる。（知・技）
7) 分割法のそれぞれの意味とその適応疾患、容積一時間一線量関係を理解する。（知・技）
　　　　例）通常分割、多分割、少分割、など

8) 特殊な照射法の方法と適応疾患を理解する。（知・技）
　　　　例）定位放射線照射、原体照射、術中照射、全身照射、半身照射、など
9) 外科療法と放射線治療の併用を行える。（術前、術後照射を含む）（知・技）
10) 化学療法と放射線治療の併用を行える。（知・技）
　　　（化学療法の薬剤の種類、効果、副作用と疾患による薬剤の組み合わせを理解する）
11) 起こりうる急性有害反応、遅発性有害反応を予測できる。（知・技）
1-7. 放射線治療計画を指導医と共に立案する。（知・技）
1-8. 特殊照射法（密封小線源治療・３次元治療計画・術中照射・定位的放射線治療・陽子線、重粒子線治療・多分割照射・化学放射線療法）を指導医と共に実施し、あるいは専門医に紹介する。（知・技）
1-9. 放射線生物学の知識を理解し、指導医と共に放射線治療を実施する。（ＬＱモデルとα／β比・ターゲット理論・ＬＥＴとＲＢＥ・放射線感受性・治療可能比・線量率効果・放射線損傷からの回復・放射線治療効果の修飾・線量分割法）（知・技）
1-10. 放射線物理学の知識を理解し、指導医と共に放射線治療を実施する。（線量単位・線量分布図・線量測定法・照射野の照合・ＱＣ）（知・技）
1-11. 全人的理解に基づいて、指導医と共に以下の終末期・緩和医療に参加する。（知・技・態）
1-12. 指導医と共に以下の医療記録（診療録・診断書・照射記録・放射性同位元素の管理記録）を適切に作成する。（知・技）
1-13. 放射線診療の社会的側面（保健医療法規・放射線障害の発生を防止するために制定された法・放射線機器、放射性同位元素の安全取り扱い）の重要性を認識する。（知・技）
1-14. 指導医と共に放射線治療結果に関する項目（局所制御率・臓器温存率・生存率・急性有害反応・遅発性性有害反応・文献検索・プロトコールの作成）を客観的に評価、実施する。（知・技）
1-15. 経験すべき疾患、病態、照射法（知・技）
 1) 緊急を要する疾患・病態：骨転移による切迫麻痺、意識障害を伴う転移性脳腫瘍（知・技）
 2) 放射線治療が適応となる代表的悪性腫瘍：脳腫瘍・頭頸部癌・乳癌・肺癌・縦郭腫瘍・食道癌・消化器癌・泌尿器癌・婦人生殖器癌・骨軟部肉腫・皮膚癌・悪性リンパ腫（知・技）
 3) 経験すべき照射法：組織内照射法・子宮頚癌腔内照射法・食道癌腔内照射・３次元治療計画・術中照射・定位的放射線治療・多分割照射・化学放射線療法（知・技）
シニアレジデントGIO (general instructional objective)　
EBMに則り一般的な悪性腫瘍に対する標準放射線治療を、単独の判断で行い、総合的ながん診療の一翼を担える。

シニアレジデントSBO (Specific behavioral objectives)
2-1. 特殊な病態に対し、放射線腫瘍学の基礎を応用し放射線治療できる能力を身につける。（知・技）
2-2. 特殊照射が実施できる。（知・技）
2-3. 特殊な病態を把握し、他の専門医に紹介するやCancer boardに提示ことができる。（知・技）
2-4. 候補としてあげた治療のうち標準治療と研究治療の違いについて具体的に説明できる。（知・技）
2-5. 臨床研究の統計学、治験支援システム、ＧＣＰについて説明できる。（知・技）
2-6. 最新の臨床試験結果を批判的に理解できる。（知・技）
2-7. 放射線生物学、特にGenetic analysis, Molecular biologyを理解する。（知・技）
2-8. 神経系腫瘍：神経系の特徴をよく理解すること。それぞれの腫瘍の疫学、組織型、浸潤や播種などの伸展形式、治療法、副作用、合併症と治療成績を理解する。（知・技）
2-9. 転移性脳腫瘍の放射線治療の適応、治療法、副作用、合併症と治療成績などを理解する。定位放射線治療の適応、治療法、副作用、合併症と治療成績などを理解する。（知・技）
2-9. 頭頸部腫瘍：舌癌・口腔内癌、上咽頭癌、中咽頭癌、下咽頭癌、喉喉頭癌、上顎洞癌、唾液腺腫瘍、甲状腺癌についてそれぞれの腫瘍の疫学、組織型、病期、進展形式、治療法、副作用、合併症と治療成績を理解する。（知・技）
2-10. 胸部腫瘍：原発性肺癌・縦隔腫瘍について疫学、病期、組織型、伸展形式、治療法、副作用、合併症と治療成績特に小細胞癌とそれ以外の癌については、その違いを理解する。（知・技）

2-11. 転移性肺癌や癌性胸膜炎について治療の適応と方法などを理解する。
2-12. 乳癌：疫学、組織型、病期、治療法、副作用、合併症と治療成績などを理解する。特に治療法では乳房温存療法の方法（手術術式も含め）と適応・非適応や化学療法、ホルモン治療も合わせて理解する。（知・技）
2-13. 消化器腫瘍：食道癌・胃癌・直腸癌と肛門癌について疫学、組織型、病期、治療法（放射線治療だけでなく、内視鏡下切除術やステント治療も含めて）、副作用、合併症と治療成績などを理解する。（知・技）
2-14. 膵臓、胆管、胆嚢の癌について適応、治療法（特に外照射と術中照射）、副作用、合併症と治療成績などを理解する。（知・技）
2-15. 婦人科腫瘍：子宮頸癌・膣癌と子宮体癌・卵巣腫瘍について疫学、組織型、病期、治療法、副作用、合併症と治療成績などを理解する。（知・技）
2-16. 泌尿生殖器腫瘍：前立腺癌・睾丸腫瘍・膀胱癌と尿路系腫瘍について治療法、副作用、合併症と治療成績などを理解する精巣腫瘍について疫学、組織型、病期、治療法、副作用、合併症と治療成績などを理解する。（知・技）
2-17. 血液がん・悪性リンパ腫では放射線治療だけでなく化学療法の方法、副作用、治療成績なども理解する。（知・技）
2-18. 原発性骨腫瘍・軟部組織腫瘍・皮膚腫瘍について組織型、病期、治療法、副作用、合併症と治療成績などを理解する。（知・技）
2-19. 転移性腫瘍について眼窩、脈絡膜、硬膜周囲間隙などについて治療の適応、治療法と治療成績などを理解する。原発不明癌について対処法などを理解する。（知・技）
2-20. 緊急を要する病態に対しての対処法を理解する。ＳＶＣ症候、脊髄麻痺など（知・技）
2-21. 臨床研究：放射線治療結果を解析し問題点を明らかにし、症例報告・学会発表（地方会、国内学会）・論文作成を行う。さらに院内プロトコール作成に参加する。（知・技）
2-22. 放射線治療において、保険診療や放射線に関する法令などに関する知識を理解し実践する。（知・技）
